
 
令和４年度「仙台の自然」を活用した指導事例：地学分野 

６学年 単元名 ［  大地のつくり  ］          〇教科書   P.114～P.116 

                               〇仙台の自然  P.6～P.11 

【ねらい】 

地層のでき方について川の働きが関連していることを基に予想し，実験の結果から流れる水の

働きによる地層のでき方や広がりについて考える。 

主な学習活動 

〇発問・指示 C予想される児童の反応 
・指導上の留意点 

１ 水の働きでできた地層の特徴について振り返る。 

C：丸みを帯びたれきがある。 

C：一つの層の中で大きい粒と小さい粒が積み重なっ

ている。 

C：なぜれきや砂，泥に分かれて積もっているのかな。 

２ 本時の問題を知る。 

 

 

３ 予想する。 

C：流れる水の働きだから，川が関係していそうだ。 

C：映像を見ると，山の中では川底や川岸を削るはた

らきが大きいから，削られたれきや土が河口あた

りに運ばれていくね。 

C：流されている間にれきや砂，泥が混ざってしまわ

ないかな。 

C：海岸付近の写真や映像を見ると，川が運んだ土砂

が海底にも運ばれ積もっているよ。 

 

４ 実験をして確かめる。 

〇実験装置を組み立て，川から土を海に流して，層が

できるか実験してみましょう。 

C：流された水は濁っている。大雨のときの川の様子

と似ているね。れきや砂，泥を混ぜた土を使おう。 

C：水槽は下流の海岸付近をイメージしているから，

板を置いてゆるやかな斜面を作ろう。 

C：水槽には下に砂が上に泥の層ができている。重い

ものが先に堆積していくんだ。 

C：2回目も1回目と同じ順の層になった。 

 

５ 考察する。 

C：流れる水の働きで浸食された物が，運搬されて粒

の大きさごとに海底に堆積したと考えられる。 

C：2 回流しこむと同じ層ができたことから，堆積が

何度も繰り返されて地層ができたと考えられる。 

 

６ 調べて分かったことをまとめる。 

・水の働きによって運搬されてきたれき，砂，泥などが 

海底や湖の底で，層になって堆積して，地層ができる。 

【準備物】 

水槽・とい・スタンド・板・砂や泥を含

んだ土・水・ビーカー 

 

 

 

 

 

・５年生の学んだ流れる水の働きについ

て，「仙台の自然」P.6～P.11の写真や

映像を見ながら説明させる。 

・「仙台の自然」の映像を見て，実験に

必要なものに，川や海に代わるものや

土が必要であることを挙げさせる。 

・粒の大きさや重さも関係していること

に着目させる。 

 

 

・といは，川のモデルであるので，傾き

に気を付けさせる。 

・水槽は海のモデルであることを確認す

る。 

・水を流したときに，水槽の中の土の積

もり方を観察し記録させる。 

 

 

 

 

 

・実際の地層のでき方を５年で学んだ，

流れる水の働きと関連付けて考えさ

せる。 

・実験結果と実際の自然を関連付けて説

明させる。 

 

流れる水の働きによって，どのように地層ができるか考える。 
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